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2 Kp－15 被服実習科目の評価に関する一考察

上野学園大短大　遠山千代子

被　　服

　【目的】　近年。家政学の被服実習科目は大学のみならず短期大学においても衰退または

縮小化の傾向が顕著である。しかし、巷間では一般に被服そのものに対する興味関心は老

若男女ともに高く、特に個性表現を重視する若者には手作り志向もかなり見受けられる。
本論は。実習科目の充実を特色とする本学における被服実習科目<?）実態を「評価」という

観点から分析し考察することを目的とする。
　【方法】　分析対象は1987～1992年度入学の本学家政科学生で、被服構成及び実習（洋裁）

の履修者7 4 0名である。洋裁I (一年次必修）および洋裁n （二年次選択）の成績評価

などをもとに分析をおこなった。

　【結果】
①成績評価の偏りは洋裁I （必修）では小さく、洋裁n （選択）では大きい。
②洋裁nの選択理由は積極的・向学的なものが多いが、選択割合は総じて減少傾向にある。

③洋裁rの成績評価が高いほど洋裁ｎの選択割合が高い。
④成績評価の変化では、洋裁Iの成績評価が低いほど洋裁nにおける上昇傾向が見られる。

⑤洋裁Iにおいて「実習進度表」を用意し「学生による自己評価」を記入させたところ。

　教師評価と自己評価の一致度をはかることができた。これはまだ試用の段階であるが。

　今後も成績評価に重要な役割を果たす可能性があるものと考えられる。

５月20日（土）Ｌ 午後3 :30～4 :45

I Lp－ 1 女子学生による臭気識別能力における香りの種類の影響

共立女子大家政　○熊谷伸子　芳住邦雄

1 .現代の生活における香りの占める重要性は、近年増しつつあるといえる。好悪を含め
た多くの種類の香りに囲まれて日常生活を送るのが現実であろうが、そうした環境におい
て私達の香りの識別力はいかなるものかは、香りに関わる快適性を確保するための不可欠

な情報と言える。
　従来香りの研究は、無臭状態に順じた実験条件で検討されてきているが、日常生活その
ままの条件下での識別能力についての研究は乏しい現状にある。
2 .実験においては、Ｔ＆Ｔオルファクトメーターの中から、β－フェニルエチルアルコ
ール（花のにおい）、r －ウンデカラクトン（熟した果実臭）、イソ吉草酸（汗くさいに
おい）およびスカトール（かび臭いにおい）の４種類の基準臭を選び、濃度を1 0-=から
1 0-^の範囲で段階的に変化させて、5 －2法により被験者に香りの有無を判定させた。
被験者は、2 0～2 3歳の女子大学生延べ3 0名を用いた。被験者の化粧や食事は日常の

ままとし、特に制限を加えなかった。
3 .女子学生の嫌うと見込まれる汗とかびを代表する香りにおいては、濃度を1 0 - （̂W
／Ｗ）に下げても、識別率は9 0 ％以上であった。これは、岩崎ら（19 8 3）の1 9～
6 O歳男女における平均識別率1 2 %および5 5％に比較して極めて鋭敏であると言える。
女子学生の過剰なまでの清潔志向の一端をうかがわせるものと考えられる。一方、花のに
おいと熟した果実臭では、1 0‾°（W／W）でも大幅に識別能力が低下することが認めら
れ好ましい香りでは、かえって女子学生の感覚は鈍いことがうかがわれた。
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